
【当該国際機関の財政（２０１５年予算）】(千ユーロ) 出典：【注１】

【任意拠出金の拠出上位５ヶ国等】

　　　

【分担金・義務的拠出金の拠出上位５ヶ国等】 【注３】
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【当該国際機関で働く邦人職員】

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

国　　　　名 拠出率（％）（注）

【注：当該国際機関の会計年度】
当該国際機関の会計年度は毎年１月から１２月末までとなっている。したがって、我が国（及び他の加盟
国）とは会計年度が異なっているため、拠出率の扱い等については暦年となっている。
【注１】NATO年次報告書による。
【注２】当該機関は，任意拠出金の拠出国等に関する情報を非公表としているため，平成27年度の我が国
の任意拠出額のみを記載。
【注３】日本はパートナー国であるため，分担金・義務的拠出金は拠出しておらず，拠出国等に関する情報
は入手していない。
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　国際機関名
（英語略称）

北大西洋条約機構（NATO）

166

非公表：【注２】

会計検査機関名：国際監査理事会（IBAN）
（現在の構成員の出身国：独，仏，カナダ，ギリシャ，デンマーク，トルコ　）

拠出率（％）（注）金額（千ユーロ）

当該年度の総支出額： 181,996

次年度への繰越額： 0

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率 0.06％

　邦人職員数
　うち幹部以上

【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

　うち　0人

1人 約1,600人

国　　　　名

日本

当該年度の総収入額： 181,996

　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
【本部】ベルギー（ブリュッセル）
【設立経緯】１９４９年設立。原加盟国は１２か国。東西冷戦後加盟国が増加し，現在，２８か国が加盟。
【目的】（１）加盟国域内の集団防衛，（２）アフガニスタン，コソボ等域外における紛争後の安定・復興支
援，（３）日本，韓国，豪州など非加盟国との協力。
【事業内容】（１）核とミサイル防衛システム等による集団防衛業務。（２）アフガニスタン，コソボ等における
紛争後の安定支援業務。なお，アフガニスタンでは，国際治安支援部隊（ＩＳＡＦ）を主導し，後継の「確固た
る支援（ＲＳ）」任務で約１万人の兵力駐留。（３）サイバー防衛，テロ，海上安全保障等，安全保障上の諸
脅威に対する非加盟国を含む関係国との対話・実務協力業務。
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 【所管官庁担当局課・室名】 外務省欧州局政策課

英文名称

金額（千単位・通貨）


